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京大 ･理 石 井 ∵ 成
(9月 19日受 理 )
最近本誌に掲載 された論文において ,局在振動が発生す るための条件が小暮
氏に よって検討 された.H 氏の結論は , ｢第 2近按力をもった 1次元格子では ,
あ争限度以上に不純物の.質量が軽 くない と ,不純物 1個を含む系に局牢振動が
発生 しない｣とい う少々意外なものであった｡我 々は以前 に ,長距離額互作用
をもった 1次元格子の羨動を扱 った際に ,局在振動発生の条件が 11欠元では種
2)
互作用の型によらないことを注意 しておいた｡
小暮氏の結果は我々の注意 と矛盾するように見える｡ しか し ,これは実は ,
5)
氏a)条件が単なる局在掠動発生 の条件 ではな く ,さらに別の要請が 満足 され
るための条件で あったことによるC 即ち ,小暮氏の論文の記号で貰えは ,
a,i.- 4(r+γ′)を越える 6,2をもつ局在振動が発生するためaj条件力潤 べ
られたのであるo所で ,この板動子系の分散鍾係は
W2(め)-2r(- C?一言-.¢)十 2γ′(1-cos 2¢)< W2-i
L ′■ヽ■ノ
であるから ,Q'Lは規則格子の掠動数帯の上端 (a,と表わそ う) よ りも大 き
い｡従って ,氏の結論は単なる局在振動の発生条件 よりも厳 しいものになった
のである｡















となる.この条件は g(0;W2)の W-芯 +Oでの振舞い ,従って ,W2(め)
が最大値 芯2を取る点 ¢Lの近傍での W2(¢)の性質によって決定されるo例
えは ,第 N近接原子まで とフック ･バネで結合されている格子系の場合には
N
a)2(¢)- 2 γn (1-cos再 )
n-1
7I.,あって ,C4)2(¢)は ¢-¢Lで解析的であるOめ- ¢Lのまわ りで展的すると
(>⊂)～2
W2(¢)- a - nf2 Cn(¢-¢L)n
となり,C2≧ 0であるO従 って再 -¢L-Ⅹと暫 くと ,適当な A2> Oと
十分′トさな e> Dに対して
G)2(¢)I;,r 芯2-A2Ⅹ2 (回 <日
が成立す る.これを用いると .
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を得 る. N-- の場合にも ,相当広い iγn)の型に対.して (例 えif il frnfn-1
く - を満足する (γn‡),同様な議論が成立する｡従って ,1次元格子では
M′く M であ りさえすれば ,相互作用の塾によらず ,局在振動が発生する｡
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5) 第 2近接カまでを含む 1次元格子における局在振動発生の条件は
M.S.Seshad･ri,ZAMM Aと(1965),217 で調べ られている.
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